
令和４年度公共事業再評価調書
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(1)事業目的

(2)事業内容

(1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

(2)事業の投資効果

(3)事業の進捗状況
Ｒ４年度見込 Ｒ５年度以降残事業

76.5% (1,147／1,500) 農道開削工：延長222m

94.7% (3,971／4,193) 農道舗装工：延長2,553m

評価

評価

(1)対応方針

本事業を（　継続　・　見直し後継続　・　中止　）する。

(2)理由

資料2(様式1)

番号 2

事　業　名 畑地帯総合整備事業 事業主体 静　岡　県

担当課名:農地整備課

地　区　名 東光寺岸 関係市町 島田市

事業採択年度 平成 年度 計画期間 平成24年度　～　令和7年度

再評価理由 事業採択(H24)後10年間が経過した時点で継続中 平成 年度

事　業　費
（百万円）

全体計画事業費 ～R2年度 R3年度 R4年度見込 R5年度以降

353

工事着手年度

必要性等

1,500 887 130 130

事　業　量 4,193 m 3,491 m 130 m 350 m

　　　総便益（Ｂ）：31.81億円　　総費用（Ｃ）：18.70億円
　　　総費用総便益比（Ｂ／Ｃ　）：　1.7
　　　経済的内部収益率（EIRR）　：　9.5

222 m

事　　業

概　　要

【視点１】

事　業　の

　本地区の通作道路は幅員が2～3mと狭く、機械化の遅れの要因となっている。この状況を改善する
ため、現道の拡幅による基幹農道整備により農作業の機械化を促進するとともに、効率化を図るこ
とで、地域の担い手農家の規模拡大を促進する。

　　　受益面積　33.2ha
　　　農道工　　延長4,193m

 他産地との産地間競争の激化、高齢化等により茶業の衰退が懸念されている。
一方、本地区周辺では体験型農産物販売所「KADODE OOIGAWA」（かどでおおいがわ）の開業や茶問
屋から多角的販売へ経営路線の変更した小売業等が新規に開業するなど、茶の販路拡大が図られて
いる。

　本地区は開削工を優先して進捗を図っているが、令和５年度で開削工の完了が見込まれ、
舗装工についても令和３年度から着手しており開削後、順次舗装工の進捗が図られている。受益者
の事業に対する意欲も高く、令和７年度の事業完了が確実に見込まれる。

継続が妥当　・　視点３による見直し後継続が妥当　・　継続は妥当ではない

事業費ベース進捗率：

事業量ベース進捗率：

（コスト縮減について）
　本地区で発生した工事残土を有効活用し、休耕田から樹園地へ転換するなど今後も、必要に応
じ、残土の有効活用を継続していく。

　本事業により農道が整備されたことで、営農における通作、輸送の利便性が高まり、営農の継続
が図られている。受益者は事業に対して協力的であり、今後、確実に進捗が見込まれることから事
業を継続する。

【視点３】

コスト縮減・代
替案立案等
の可能性

対応方針

【視点２】

今　後　の

事業の進捗

の見込み

継続が妥当　・　視点３による見直し後継続が妥当　・　継続は妥当ではない
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費用対効果の分析資料 担当部課名　       　　　　農地整備課

維持管理費節減効果

［便　  益］＝ △ 12,949 千円

営農に係る走行経費節減効果

［便　  益］＝ 3,194,773 千円

総便益

0 + 0 + 0 + -12,949 + 3,194,773 + 0 + 　　　　　　千円

0 + 0 + 0 + 0 + ＝ 3,181,824

総費用

① 事業着手時の資産価額 37,014 千円（既施設の資産額を減価償却により整理）

② 当該事業費 1,694,533 千円（当該事業で整備する施設費用）

③ 関連事業費 0 千円（当該事業に関連する施設の費用）

④ 評価期間における再整備費 330,069 千円（工事期間＋４０年の評価期間内の再整備費）

⑤ 評価期間終了時点の資産価額 191,031 千円（工事期間＋４０年の評価期間終了時の資産額）

総費用＝①＋②＋③＋④－⑤

1,870,585 千円

①総便益 3,181,824 千円

②総費用 1,870,585 千円

　　総費用総便益比　＝ 1.70

 

事業名 畑地帯総合整備事業 地区名 東光寺岸 （とうこうじきし）

総
便
益
額
の
内
訳

効　果　の　算　定

　農道整備により、維持管理する施設の延長や面積が増量するため、新たな維持管理費が発生する。

　農道整備により、自宅から農地、農地から出荷場への距離短縮や車両改善によって走行経費の縮減効果が発生する。

総
費
用
の
内
訳

総費用総便益比
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●社会情勢等の変化

畑地帯総合整備事業　東光寺岸地区　事業効果説明資料

＜社会情勢＞

・問屋から、茶の多角的販売へ路線変更する茶関連企業の出現

荒廃農地の解消狭小な農道

「まんさいかん島田店」の

島田茶販売ブース 一村逸品大賞受賞

カネイ一言製茶㈱ 茶葉加工商品（フィナンシュ）

＜生産基盤＞

・農道は狭く、集出荷や農業資材等の搬入

に苦慮

＜農業生産＞

・農道整備を契機に荒廃農地解消への取組

＜社会情勢＞

・体験型農産物販売所『KADODEOOIGAWA』（かどでおおいがわ）での茶文化の広報活動

および茶販売

＜社会情勢＞

・JA大井川の農産物販売施設「まんさいかん」での販売状況および一村逸品大賞を受賞

した茶製品等による販路拡大

茶文化のＰＲ広報活動 島田茶販売ブース
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●事業の必要性等（農道）
＜農道工＞

＜走行経費節減＞

＜走行経費節減＞

・移動時間（自宅→農地,農地→出荷場）の短縮

・道路拡幅による、通行車両の大型化

農道（既存） 拡幅改良後（舗装前）

接続する谷稲葉東光寺農道（舗装後）

32.3

99.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

■事業無し ■事業実施

68％減

百万円/年

本農道に接続する谷稲葉東光寺農道 拡幅により機械化が促進された

（再）－農地－13



＜担い手への農地利用集積＞

＜認定農業者数の推移＞

●コスト縮減・代替案立案等の可能性
＜残土の有効活用＞

16.7 ha

16.5 ha

11.8ha

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

ha（集積率）

（当初：26.8％）

（現況集積率：34.5％）

（目標集積率：37.6％）

・農道整備による担い手集積

・市の耕作放棄地解消事業と共同で

残土の有効活用による優良農地の創出

・造成面積約0.1ha，搬入量2千m3
オリーブ園の整備

（目標：37.6）
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